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はじめに

1.公園に求められる機能（防災）と本計画について

公園に求められる機能（防災）について都市公園には、「観光・活力・子育て・防災・環境・景観・文

化」などの多様な機能があり、防災機能としては、地域住民の避難の場、被災地への復旧活動支援の場等

効果が求められています。

近年、数十年に一度と例えられる災害が毎年のように全国各地で発生し、大きな被害をもたらしてい

ます。

本市においては、幸いなことに大規模な自然災害の発生が少ないものの、三方を海に囲まれ、華山・狗

留孫山をはじめとした山々、豊田湖・木屋川などの湖沼・河川がある自然豊かな街となっており、常に自

然災害のリスクを抱えています。

そのような中、現在整備中の乃木浜総合公園は、下関市地域防災計画の指定緊急避難場所（地震・土砂

災害）に指定されるなど、発災時における一時避難場所や緊急消防援助隊の重要な進出拠点となってお

り、今後も引き続き、自然災害に対応した公園整備・管理運営が求められています。

以上のことを踏まえ、当計画は整備～運営までの方針を示すものです。なお、対象とする災害は、防災

公園の計画・設計・管理運営ガイドライン（国土交通省 国土技術政策総合研究所）（以下、防災公園ガ

イドライン）で対象としている「地震に起因して発生する市街地火災や津波等の二次災害（地震災害）」

及び「水害」のうち、下関市地域防災計画上で指定緊急避難場所の指定を受けている地震、土砂災害とし

ます。

図 1 都市公園の主な機能 出典：国土交通省 HP
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2.乃木浜総合公園の概要

2-1.乃木浜総合公園について

乃木浜総合公園（以下、当公園）は、本市山陽地区の瀬戸内海側に位置し、主要幹線道路である一般

国道２号小月バイパスに隣接しています。

当公園は山陽地区唯一の総合公園であり、第１期整備として、平成１９年度までに天然芝グラウンド、こ

ども広場、野鳥観察所、親水広場等を整備しました。引き続き、平成２１年度からは第２期整備として、

主にスポーツ、レクリエーション施設の整備を進めています。

施設の利用状況としては、平成 23 年「おいでませ！山口国体」での成年男子サッカー競技をはじめ、

全国高校サッカー選手権大会山口県予選、県中学リーグ 中四国リーグ等、年間を通して多くの大会で

利用されています。

図 2 下関市内の主要な都市公園と乃木浜総合公園計画平面図

写真 1 グラウンド利用状況（サッカー） 写真 2 グラウンド利用状況（少年野球）
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2-2.利用状況

当公園は、管理者により公園利用者数の集計を行っており、年度ごとの結果は表1のとおりです。

照明付きのグラウンドを始め、駐車場等が完備されていることから、毎年平均 83,000 人程度の利用があ

ります。特に、平成 30 年度以降は、毎年 100,000 人以上の利用があり、照明付き有料施設の利用率は表

2 のとおり、70％を超えています。
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第１期整備

□事業概要

本市山陽地区唯一の総合公園で、市民の健康維持・増進、レクリエーション、コミュニティづくり及

び自然環境と親しむ場を提供するとともに、災害時には広域避難地として機能する公園として整備する。

□整備計画

面 積：13.8ha

事 業 費：43.0 億円（用地：20.0 億円、施設：23.0 億円）

期 間：平成 5年度～平成 19 年度

主な施設：管理施設

○管理事務所①【平成13年4月供用・鉄筋コンクリート造572ｍ2】

事務室（電話・AED）・倉庫・会議室×2・更衣室（温水シャワー3基）×4・電気室

トイレ 男性（小便器3基・大便器2穴）女性（大便器4穴）身障者（大便器1穴）

便益施設

○駐車場①【平成11年4月供用・アスファルト舗装約9,900ｍ2】

駐車台数378台（バス6台・普通366台・身障者6台

○トイレ①【平成13年10月供用・鉄筋コンクリート造70ｍ2】

男性（小便器3基・大便器2穴）女性（大便器4穴）身障者（大便器2穴）子供（小便器1基・大便器1穴）

○トイレ②【平成16年11月供用・鉄筋コンクリート造57ｍ2】

男性（小便器2基・大便器2穴）女性（大便器3穴）身障者（大便器2穴）子供（小便器1基・大便器1穴）

運動施設

○天然芝グラウンド【平成 14 年 4 月供用・ティフトン芝 161ｍ×125ｍ＝20,125ｍ2】

放送室・倉庫・メインスタンド 1,000 席・サッカー2面・ラグビー1面

遊戯施設

○こども広場・大型遊具(大海原と鯨)【平成 13 年 2 月供用】

  ○徒涉池【平成 11年 4月供用・面積約 2,770m2 水深約 15～20cm 容積約 500m3】

高度処理処理水を利用（オゾン、砂濾過、塩素）・親水遊具

教養施設

○野鳥観察所【平成 11年 4月供用・鉄筋コンクリート造 300ｍ2】

多目的室（観察室兼研修室）・倉庫

トイレ 男性（小便器2基・大便器1穴）女性（大便器2穴）身障者（大便器1穴）子供（小便器1基） 写真 7 天然芝グラウンド

写真 11 野鳥観察所 写真 12 休憩所・自動販売機

写真 3 管理事務所① 写真 4 駐車場①

写真 8 天然芝グラウンド（放送室・倉庫）

写真 5 トイレ① 写真 6 トイレ②

写真 9 こども広場・大型遊具 写真 10 徒涉池
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図 2 第１期整備範囲
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第２期整備

□事業概要

本市の中核的な総合公園を目指し、山陽地区のスポーツ・レクリエーション活動の拠点となることか

ら、これまでになかった運動施設の充実を図る。

また、市民に憩いの場を提供することにより、健康増進や地域のコミュニティの形成に役立つよう平

成 21年度から主に、スポーツ、レクリエーション施設の整備を進めている。

□整備計画

面 積：21.6ha

事 業 費：51.5 億円（用地：19.0 億円、施設：32.5 億円）

期 間：平成 21 年度～令和 6年度

主な施設：管理施設

○管理事務所②【令和 3年 5月供用・鉄筋コンクリート造 20ｍ2】

事務室（電話）

便益施設

○駐車場②【平成27年4月供用・アスファルト舗装8,490ｍ2】

駐車台数 284 台（普通 280 台・身障者 4台）

○駐車場③【令和3年5月供用・アスファルト舗装1,112ｍ2】

駐車台数47台（普通46台・身障者1台）

○トイレ③【平成26年4月供用・鉄筋コンクリート造29ｍ2】

男性（小便器2基・大便器1穴）女性（大便器2穴）身障者（大便器1穴）

○トイレ④【平成29年4月供用・鉄筋コンクリート造66ｍ2】

男性（小便器5基・大便器2穴）女性（大便器5穴）身障者（大便器1穴）

○トイレ⑤【令和3年5月供用・鉄骨造26ｍ2】

男性（小便器2基・大便器1穴）女性（大便器2穴）身障者（大便器1穴）

運動施設

○第 1多目的グラウンド【平成 28 年 6 月供用・クレイ舗装 90.5ｍ×90.5ｍ＝8,190ｍ2】

  学童軟式野球 1面・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 1 面・サッカー1面

○第 2多目的グラウンド【平成 27 年 7 月供用・クレイ舗装 180ｍ×118ｍ＝21,240ｍ2】

  軟式野球 1面・学童軟式野球 2面・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 2 面・サッカー2面・LED 照明 10 基

  ○庭球場【平成 29年 5月供用・砂入り人工芝舗装 3,488ｍ2】

  テニスコート 5面（サンドグラス 19ｍｍ）・LED 照明 18基

  ○人工芝グラウンド【平成 30 年 2 月供用・人工芝舗装 125ｍ×83ｍ＝10,375ｍ2】

  サッカー1面・ラグビー1面（JFA 公認ロングパイル 65ｍｍ）・LED 照明 4基

○グラウンド・ゴルフ場【令和 3年 5月供用・天然芝舗装 20,180ｍ2】

4 コース 32ホール（省管理型矮性野芝ひめの）

写真 13 管理事務所②・トイレ⑤ 写真 14 駐車場②

写真 15 トイレ③ 写真 16 トイレ④

写真 17 第 1 多目的グラウンド 写真 18 第 2 多目的グラウンド

写真 19 庭球場 写真 20 人工芝グラウンド
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図 3 第２期整備範囲
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3.他計画における位置付け

3-1.第２次下関市総合計画

策 定 ：平成 27年 3月

期 間 ：平成 27年度～令和 6年度

所 管 課 ：総合政策部企画課

内 容 ：市民・事業者・行政が共通の目標を持って、それぞれの役割を自覚し力を結集する新たなま

ちづくりの方針を明確にするもの。

記載対象：第５章第４節 公園緑地の整備…乃木浜総合公園２期整備

第６章第１節 生活安全の推進…防災・減災対策の推進

地域防災計画の推進、各種ハザードマップの整備

図 4-1 第２次下関総合計画表紙
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図 4-2 第２次下関総合計画 抜粋
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3-2.下関市地域防災計画

策 定 ：令和 4 年 2 月

所 管 課 ：総務部防災危機管理課

内 容 ：災害対策基本法第 42条の規定に基づき、下関市防災会議が市の地域並びに市民の生命・身

体及び財産を災害から保護するため、災害の予防・災害応急対策及び災害復旧対策について

必要な事項を定めたもの。

記載対象：資料編 6-2 （指定緊急避難場所）地震、土砂災害

資料編 10-26（陸上部隊進出拠点）東部方面

資料編 10-27（山口県消防防災ヘリコプター・ドクターヘリ離着陸場所）天然芝グラウンド

資料編 10-29（宿泊可能場所）

図 5-1 下関市地域防災計画表紙
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図 5-2 下関市地域防災計画 抜粋
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3-3.下関市都市計画マスタープラン

策 定 ：令和 4 年 3 月

期 間 ：令和 4 年 3 月～概ね 20 年

所 管 課 ：都市整備部都市計画課

内 容 ：平成 22年 1月『下関市都市計画マスタープラン』を策定。地域全体の実態を踏まえた全市

的な土地利用の方向性や都市施設の適正配置等について検討を行い、安全・安心で持続可能

なまちづくりの方向性を明確にすることを目的として、見直し後策定したもの。

記載対象：第 4章 全体構想（分野別方針） 2）公園・緑地整備の方針

第 5章 地域別構想 5-3 市街地東部地域

図 6-1 下関市都市計画マスタープラン表紙
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図 6-2 下関市都市計画マスタープラン 抜粋
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3-4.下関市緑の基本計画

策 定 ：平成 27年 3月

期 間 ：平成 27年 3月～令和 17 年

所 管 課 ：都市整備部公園緑地課

内 容 ：平成 11 年 3 月「下関市緑の基本計画（みどりーむ）」を策定した後、本市をとりまく社会

経済環境が大きく変化する中、公園・緑地の整備水準や管理体制のあり方等を明確にし、市

民サービスの向上と財政・事務効率化を行うために、官民連携による緑地の維持・緑化推進

の目標や地域別方針等を明示し、全市域を対象とした新たな緑の基本計画を策定したもの。

記載対象：第 4章 全体構想（分野別方針） 2）公園・緑地整備の方針

第 5章 地域別構想 5-3 市街地東部地域

図 7-1 下関市緑の基本計画表紙
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図 7-2 下関市緑の基本計画 抜粋
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4.避難対象と近隣の避難所について

4-1.王司地区の概要

当公園を含む王司地区は、四王司山系を

北西の背後に、丘陵地帯と水田地帯を形成

しています。また、員光川、神田川によっ

て運ばれた土砂が下流域に堆積し、小月長

府低地帯と呼ぶ遠浅の砂浜が広がっていま

す。古来より丘陵地は、漁に最適な海の近

くで住みやすい環境地であったことから遺

跡が数多く残っています。

範囲は約 14.66km2 で、7，695 人が生活

しています。（市 HP R4.10.31）

4-2.公共交通機関・各行政機関からの

距離・時間

当公園は、下関市乃木浜一丁目と二丁目

にかけて整備されています。その中で、通

常利用における受付・災害時の拠点として

機能する公園管理事務所は乃木浜二丁目に

あります。なお、公共交通機関・各行政機

関からの距離・時間等は図 8のとおりです。

4-3.王司地区の避難所・避難場所

王司地区の指定緊急避難場所・指定避難

所として、下関市地域防災計画（資料編 6

-2）に 5箇所位置付けられています。その

うち、4施設が地震と土砂災害を対象とし

た避難場所の指定を受けています。

指定避難所（被災者が一定期間滞在する

場）の指定を受けている施設は王司公民館

と王司小学校の 2施設あります。

図 8 公共交通機関・他行政機関からの距離・時間

＊参考距離、所要時間は Google マップから算出
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乃木浜総合公園

凡例

…指定避難所・指定緊急避難場所

…他行政機関

…公共交通機関・料金所

消防

（東消防署小月出張所）

・乃木浜総合公園から

約 3.6km（車で約 7分）

鉄道

（JR 西日本 小月駅）

・乃木浜総合公園から

約 3.8km（徒歩約 46 分）

警察

（長府警察署小月交番）

・乃木浜総合公園から

約 4.0km（車で約 8分）

中国縦貫自動車道

（小月料金所）

・乃木浜総合公園から

約 5.3km（車で約 11 分）

指定避難所

（王司支所・公民館）

・乃木浜総合公園から

約 1.4km（徒歩約 17 分）

指定避難所

（王司小学校）

・乃木浜総合公園から

約 1.9km（徒歩約 24 分）

バス

（サンデン交通 高磯）

・乃木浜総合公園から

約 1.3km（徒歩約 16 分）

消防

（東消防署）

・乃木浜総合公園から

約 5.4km（車で約 16 分）

警察

（長府警察署）

・乃木浜総合公園から

約 2.8km（車で約 8分）

自衛隊

（海上自衛隊小月基地）

・乃木浜総合公園から

約 5.7km（車で約 8分）

指定緊急避難場所

（王司観音第２公園）

・乃木浜総合公園から

約 2.4km（徒歩約 30 分）

指定緊急避難場所

（王司湯田１号公園）

・乃木浜総合公園から

約 3.0km（徒歩約 38 分）

指定避難所

（長府小学校）

・乃木浜総合公園から

約 4.3km（徒歩約 54 分）

鉄道

（JR 西日本 長府駅）

・乃木浜総合公園から

約 3.9km（徒歩約 46 分）

指定避難所

（王喜小学校）

指定避難所

（小月小学校）

指定避難所

清末小学校、東部中学

校、清末公民館

指定緊急避難場所

（清末公園）



5.施設整備（計画と役割）

5-1.公園全体の状況・緊急時役割

防災計画（資料編 6-2）に記載があるとおり、当公園は地震や土砂災害時における指定緊急

避難場所＊1 に指定されていますが、指定避難所＊2 の指定は受けていません。しかしながら、本

市をはじめ、山口県内で大規模災害等が発生した場合の、緊急消防援助隊の進出拠点＊3 と宿泊

可能場所の指定を受けています。また、天然芝グラウンドは、ヘリコプター離着陸場所（山口

県消防防災ヘリコプター・ドクターヘリ）の指定を受けています。

上記内容を踏まえ、防災機能を有した公園として施設整備を促進するとともに、発災後の役割

（ゾーン分け）を意識した管理運営が重要です。（図 9）

防災公園における位置付けとして、防災公園ガイドラインには、8種類の分類があり、当公園

は「地域防災拠点の機能を有する都市公園」と「一時避難地の機能を有する都市公園」の2種類

に該当します。（図10）

平常時（発災前）から災害時（発災後）にかけての主な役割は次頁（図12）のとおりです。

平常時は、公園利用にあわせ防災教育の場として、避難訓練等を実施し災害に備えた防災意

識を醸成することを目指し、災害時は、市民の緊急避難・救助活動の場（発災直後～概ね3時間）

として活用を図り、救援・復旧・復興活動の場（概ね3時間～）へと移行します。

＊1指定緊急避難場所…災害が発生し、又は発生するおそれがある場合

にその危険から逃れるための避難場所として洪

水や津波など異常な現象の種類ごとに安全性等

の一定の基準を満たす施設又は場所を市町村長

が指定する（災害対策基本法第 49 条の4）

＊2指定避難所…………災害の危険性があり避難した住民等を災害の危

険性がなくなるまでに必要な間滞在させ、また

は災害により家に戻れなくなった住民等を一時

的に滞在させるための施設として市町村長が指

定する（災害対策基本法第 49 条の7）

＊3進出拠点……………緊急消防援助隊が被災地に進出するための目標

とする拠点（一時的に集結する場所を含む。）

（緊急消防援助隊の運用に関する要項第2条（15））

図10 防災公園等の種類

出典：防災公園の計画・設計・管理運営ガイドライン

図11 設置目的からみた防災公園等の役割

出典：防災公園の計画・設計・管理運営ガイドライン

図9 乃木浜総合公園の土地利用イメージ
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図12 防災公園等の体系 出典：防災公園の計画・設計・管理運営ガイドライン
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5-2.平常時の利用イメージ

第１多目的・第２多目的グラウンド及び

庭球場は、公共予約システムにより空き状

況の確認と予約手続きを行います。手続き

が完了したら、管理事務所①で施設（照明）

使用料を支払います。

天然芝グラウンドと人工芝グラウンドに

ついては、使用予定日の２ヶ月前までに管

理事務所①に書類提出し、抽選予約を行い

ます。抽選結果後当選していた場合、再び

管理事務所①で施設使用料を支払います。

グラウンド・ゴルフについては、管理事

務所②にて受付と施設使用料等の支払いを

行います。

管理事務所②

トイレ⑤

駐車場③

第３多目的

グラウンド
人工芝

グラウンド

庭球場

トイレ①

野鳥観察所

トイレ

第１多目的広場

第２多目的広場

トイレ④

天然芝

グラウンド

トイレ②

徒涉池

第１多目的グラウンド

トイレ③

グラウンド・ゴルフ場

管理事務所①

トイレ

駐車場①

第２多目的

グラウンド

池

駐車場② 遊戯広場

野球場

図13 平常時の利用イメージ

写真 21 天然芝グラウンド

写真 22 芝生広場と徒涉池
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5-3.災害時の利用イメージ

一次避難の場として、防災公園ガイドラ

インＰ.108から、市民の緊急避難の場と救

助活動の場は分けることが望ましいとされ

ています。発災後3時間以降の活動を想定

すると、市民が集まる場所として、グラウ

ンドが望ましいと考えられます。

避難経路について、国道交差点からの主

園路①（幅員約12.0ｍ）は、防災ガイドラ

インＰ.124のランク1相当に分類され、大型

緊急車両2台と避難者が同時通行可能な園路

です。

主園路②（幅員約7.0ｍ）についても、ラ

ンク2相当に該当し、緊急車両と避難者の同

時通行可能な園路になります。その他の園

路（幅員約3.0～5.0ｍ）については、ラン

ク3相当の緊急車両1台と避難者が通行可能

な園路となります。

施設の利用イメージとしては、天然芝グ

ラウンドが小型ヘリコプター（消防防災ヘ

リ・ドクターヘリ）離着陸場所。駐車場は

緊急援助隊集結場、宿泊地、飲料水供給場

所として利用します。また、池・徒涉池に

関しては衛生用水として、災害時の貴重な

水源とします。

なお、参考として、防災ガイドラインＰ

127には、下記のように記載があります。

緊急援助隊集結場…1ha以上の駐車場

緊急援助隊宿泊地…0.4ha以上・駐車場隣接地

物資集積・仕分場…1.5ha以上の駐車場

図14 災害時の利用イメージ
写真 23 芝生広場（市民の一次避難場所）
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…避難者動線

…車両動線

…施設範囲（一次避難場所）

…施設範囲（水関連）

…施設範囲（緊急援助隊集結場）

…施設範囲（物資集積場）

…施設範囲（緊急援助隊宿泊地 ほか）

Ｈ
Ｈ

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
進
入
路

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
進
入
路

徒涉池

（衛生用水）

・トイレ洗浄・清掃

池（衛生用水）

・トイレ洗浄・清掃

天然芝グラウンド

（防災ヘリポート）

離陸帯□30ｍ×2機

主園路①

（幅約 12.0ｍ）

主園路②

（幅約 7.0ｍ）

物資集積・仕分場

(約 22,000ｍ2)

市民の一次避難場所

(約 41,000ｍ2)

緊急援助隊宿泊地

(約 50,000ｍ2)

市民の一次避難場所

（約 20,000ｍ2）

駐車場

飲料水供給場所

緊急援助隊集結場

(約 24,000ｍ2)

市民の一次避難場所

（約 68,000ｍ2）

駐車場

飲料水供給場所



6.管理運営（訓練と共有）

管理運営について、当公園を利用した、周辺地区合同の防災訓練が行われています。近年は、新型コ

ロナウイルス感染症対策のため実施しておりませんが、平成30年10月28日には、「子供を対象とした防

災教室」として、消火・炊出し訓練のほか応急処置・煙体験など様々な訓練・体験が行われました。

まちづくり協議会が主催となり、消防・海上自衛隊・市防災危機管理課が協賛し実施されたもので官

民協同での教室となりました。今後も、新型コロナウイルス感染症の動向等、社会情勢を見ながら防災

活動の啓発に取り組んで参ります。

資料 1 防災教室チラシ 資料 2 防災教室実施報告

資料 3 防災教室配置図
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参考資料

参考資料 1 地震の揺れやすさマップ

参考資料 2 土砂災害ハザードマップ

参考資料 3 内水ハザードマップ

乃木浜総合公園

乃木浜総合公園

乃木浜総合公園
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参考資料 4 津波ハザードマップ 参考資料 5 洪水ハザードマップ 参考資料 6 高潮ハザードマップ

乃木浜総合公園

乃木浜総合公園

乃木浜総合公園
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